
【中学校１年生 理科】 

目標値 65.0％ 市平均正答率 66.3％  ＜６年生内容別正答率のグラフ(%)＞
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＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

１０ （３） 物質・エネルギー 未知の水溶液を特定する実験の方法を計画できる。 

問題  

  図１の４つのビーカーに入っている水よう液 

ア～エを見分けるために，３つの実験を行い， 

図２のようにまとめました。なお，４種類の水 

よう液は，食塩水，うすい塩酸，石灰水，アン 

モニア水のいずれかです。あとの問いに答えな 

さい。 

 

（３）水よう液ウ，エを区別するための実験③と， 

その結果１，結果２は，それぞれどのように 

なりますか。 

次の１～４から正しい組み合わせを１つ選 

びなさい。 

 方法③ 結果１ 結果２ 

１ 水よう液の色を見る。 色がある。 色がない。 

２ 加熱して水を蒸発させる。 白いものが残る。 何も残らない。 

３ 青色のリトマス紙につける。 赤色になる。 変化しない。 

４ 赤色のリトマス紙につける。 青色になる。 変化しない。 
 

正答（正答率 30.2％） 誤答（誤答率 67.8％ 無解答率 2.0％） 

４ 
１･･･4.8％ ２･･･39.8％  ３･･･23.1％ 

上記以外の解答…0.1％ 

市平均正答率は目標値と同等である。  （○：成果  ●：課題） 

①「電気の利用」では目標値を 7.2ポイント上回っている。 

❶「水よう液の性質」では目標値を 9.8ポイント下回っている設問があり，水溶液を特定する実験の方法を計

画することに課題が見られる。 

❷「植物のつくりとはたらき」では目標値を 8.2ポイント下回っている設問があり，植物の体内の水の通り道
についての理解に課題が見られる。 

分析結果 

指導改善の方策 



２ 指導改善に向けて 

 水溶液の特徴や性質を理解することができるようにするために 

この設問では，水溶液を特定する実験の方法について問われている。誤答分析から，食塩水と石灰水を特

定する実験方法として，「加熱して水を蒸発させる」と考えた児童が 39.8％と多く見られた。また，「青色

のリトマス紙につける」を選んだ児童も 23.1％と多く見られ，それぞれの水溶液の特徴や性質の理解が不十

分であると考えられる。 

指導に当たっては，｢蒸発により水溶液に溶けている物を調べる｣「リトマス紙で酸性・中性・アルカリ性
を調べる」「金属を溶かすかどうかを調べる」という3つの実験結果をそれぞれまとめるだけでなく，学習
のまとめの段階で三つの実験結果を表などにまとめ，一つ一つの水溶液の特徴や性質をしっかりとらえさせ
ることが必要である。 

 

３ 改善事例 

 「水よう液の性質」 

１ 指導のねらい 

  それぞれの水溶液の特徴や性質につい 

 て，実験を通して理解できるようにする。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

教科書では五種類の水溶液の性質を明 

 らかにするため「見た目，におい，蒸発さ 

 せた時に何か残るか」「酸性，中性，アル 

 カリ性」「金属を溶かすか」という三つに 

 分けて実験し，まとめている。 

それぞれの実験の結果を表に整理し，水 

 溶液の特徴や性質についてまとめさせる 

 ことで，これまでの実験をふり返り，それ 

 ぞれの水溶液の性質について理解を深め 

 させる。 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

４ （１） 生命・地球 植物の体内の水の通り道がわかる。 

問題  

  右の図のように，赤インクをとかした水を入れた三角フラスコに，根のつい 

 たホウセンカをさし，ポリエチレンのふくろをかぶせて輪ゴムでとめ，日当た 

りのよい場所に数時間置きました。次の問いに答えなさい。 

 

（１）数時間置いた後，茎を縦に切った 

ときのようすと，横に切ったときの 

ようすはそれぞれどのようになって 

いますか。縦に切ったときのようす 

はア～ウから，横に切ったときのよ 

うすはエ～カから，それぞれ１つず 

つ選びなさい。 

正答（正答率 46.8％） 誤答（誤答率 53.0％ 無解答率 0.1％） 

縦に切ったときのようす･･･イ 

横に切ったときのようす･･･エ 

・縦断面のみ正解･･･7.6％  ・横断面のみ正解･･･7.0％  

・上記以外の解答･･･38.4％ 

 



２ 指導改善に向けて 

この設問では，植物の体内の水の通り道について問われている。誤答率が 53.0％と高く，縦断面，横断面

に関わらず，ホウセンカの茎の水の通り道がどのように通っているか，理解が不十分であることが考えられ

る。 

指導に当たっては，植物の体内の水の通り道をはっきりと見やすくするための観察・実験を工夫すること

が大切である。発展として，ホウセンカと他の植物を比較させることにより，植物の種類によって決まった

水の通り道があることに気付かせることも考えられる。 

 

３ 改善事例 

 「植物のつくりとはたらき」 

１ 指導のねらい 

  植物の体内の水の通り道が分かるようにする。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

 ○観察しやすくするための工夫 

  ・はっきりと見えやすいインクを使う。 

（参考例「切り花着色剤ファンタジー」 

青色・パレス化学K．K ） 

  ・実物投影機などを使って画面に拡大 

し，提示する。 

 

 ○いろいろな植物で比較する 

・ホウセンカと他の植物を比較するこ 

とにより，植物の体内の水の通り道 

について理解を深めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


